
（協）資料№9 

47ＦＡユースダイレクターの設置に関して（案） 

 

１．47FA ユースダイレクターの役割 

 47FA ユースダイレクターは技術委員長を補佐し、各 FA 内の育成年代の責任者として 2、3、

4、種の活動全般を掌握する。そして各 FA 内で 2、3、4 種の種別、またクラブ連盟、中体連、

高体連等の連盟の垣根を取り払った活動の推進し、JFA と連携しながら各 FA でユース育成の

責任を負うため以下の役割を行う。またユースダイレクターは技術委員長が兼任することも

できる。 

 

（１）各 FA の独自性を考慮したユース育成のヴィジョンの作成 

（２）2、3、4 種の種別を超えた長期一貫指導体制の確立 

（３）2、3 種リーグ改革の推進 

（４）トレセンマッチデーの確立、トレセンリーグ、トレセン活動の掌握、調整 

・ 種別を超えた調整→U-12＝3、4 種中学校 1 年生早生まれの参加、U-16=2、3 種国体

チームとの連携 etc 

・ U-12 年代の 8 対 8 の推奨 

（５）トレセンと単独チームのスケジュールの調整及びプライオリティーの決断 

  （日程調整に参加し選手の過密日程を避ける etc） 

（６）キッズプロジェクトとの連携 

（７）女子委員会との連携 

（８）指導者養成事業との連携 

 

２．47FA ユースダイレクターの研修 

 47FA ユースダイレクターは JFA のコンセプトを理解し、自らもスキルアップするために、

以下の研修を JFA で費用負担して予定する。 

（１） JFA アカデミー研修（J ヴィレッジ）2 泊 3 日 

・ JFA アドバイザーのクローデュソー氏の講習を主にアカデミーコンセプトの研修 

・ 指導実践 etc 

（２） JFA 研修（JFA ハウス）2 泊 3 日 

・ JFAの基本コンセプトの研修と各 FA内の現状における課題のディスカッション etc 

・ A 代表の TR 見学、オシム監督のチームコンセプトのレクチャーetc 

 

３．活動費の補助 

 47FA ユースダイレクターに対して、各 FA 内の移動等の補助として、年間 20 万円を上限に

支給する。 

 

４．47FA ユースダイレクターの選出方法 

都道府県 FA の承認をもって決定する。 

以上 

 


